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【本書の構成と使い方】

　本書は、第Ⅰ部の 9 つの章と、第Ⅱ部の 6 つの章の全15章で構成されています。各章で
は、私たちの日々の生活と関連するテーマを設定しています。第Ⅰ部「ライフコースから
社会学をする」では、誕生から死までの人間の一生に沿って、就職、結婚、介護といった
テーマを取り上げます。第Ⅱ部「日常の行動から社会学をする」では、衣食住やそのほか
私たちが普段行っていることに注目します。
　日常の何気ない生活場面に社会学の考え方を持ち込んでみると、どんな見方ができるの
か、どんな風に見え方が変わってくるのかを、一緒に考えていきます。そのための、
ちょっとしたコツを、下図のように示してみました。

①問い

②自分で考える

②'イメージ共有

③「事実」の再発見

　まず、「①問い」です。普段、自分が何気なく見過ごしていることや、当たり前だと思っ
て疑いもしなかったことについて、疑問を持ってみます。ただ、この「問い」を持つとい
うことが、じつは一番難しいことかもしれません。そこで各章では、さまざまな問いかけ
を用意し、考えるきっかけをつくるようにしています。
　各章に用意された問いは、唯一の正解があるものではありません。ですので、間違った
答えというものもありません。連想ゲームのように気楽に 、自分の想像力を発揮し、考
えてみてください。この自分で「②考える」というプロセスが、社会学をすることを、と
ても面白く、エキサイティングなものにしてくれるポイントになります。そして、もしこ
のテキストを講義で使っているなら、その考えたことを他の人と「②'共有する」と、自
分の「常識」とは異なったアイデアや発想に出会えるかもしれません。また、想像以上に、
自分と他の人たちの考えが似ていることに気がつくかもしれません。自分ひとりで考える
よりも、学びの幅は広がっていくでしょう。これらが皆さんの「常識」を見える化する作
業になります。
　そして自分の「常識＝思い込み」を、さまざまなデータや歴史背景を踏まえて検討し、

「③事実の再認識」をしていきます。たとえば年々増えていると思っていた少年犯罪は、
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じつは長期的にみれば減少傾向にあるとか、女性の社会進出がかなり進んだと思っていた
けれど、じつは世界的にみると日本の男女平等はかなり遅れているなど。そしてそのよう
な事実の再発見が、「なぜ自分はそんな風に思い込んでいたのか？」「ではほかのデータを
踏まえたらどう見えるのか」など、新たな「問い」へとつながっていきます。
　本書では、こうした「問い⇒考え・共有⇒発見⇒問い・・・」という流れを意識して、
読者である皆さんと一緒に社会学をしていく方法として、各章に Step を設けました。

 Step 1 ：素朴な疑問
〈問いかけ〉日常の中で「当たり前」過ぎて疑問にも思わなかったようなことについて問いかけ、
章のテーマへ誘います。

 Step 2 ：イメージと、その共有
〈自分の当たり前を知る〉章のテーマに関連する質問に対して、自分が想像したことや、他の人
が考えたことを、共有していきます。
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4 章

就　　職
■キーコンセプト
アクター、意図せざる結果、システム（就職システム）、ネットワーク

Step 1 　大学に進学するのはなぜ？

　現代の日本では、義務教育修了後もほとんどの人が進学します。
中学校を卒業した人の95% が高等学校等に進学し、高校卒業後も
55% の人が 4 年制大学や短期大学に進学します。専門学校や高等
専門学校も加えると、80% を超える人が高等教育機関に進学して
います

1）
。話を単純にするために、以下では大学に話を絞ります。

　なぜ多くの人が大学に進学するのでしょうか。さまざまな理由が
あるでしょうが、大卒の学歴が就職に有利だから、というのは多く
の人に共通する思いでしょう。就きたい職業が具体的に決まってい
なくても、大学に行かないと就職で不利になると、なんとなく感じ
ている人は多いと思います。
　大学の側も学生の就職に強い関心を持っています。多くの大学に
は、就職支援課やキャリアセンターといった名前の就職支援の部署
があります。キャリア教育と呼ばれる取り組みや科目もあり、企業
でのインターンシップも実施されています。大学だけではありませ
ん。インターネットの普及とともに就職情報サイトもすっかり見慣
れたものになりました。合同説明会や就職セミナー、就職のマニュ
アル本なども同様です。就職は、学生の個人的な問題というより、
いまや多くの人や組織が関わる一大イベントの趣があります。

1 ）学校や教育に
関 す る 基 本 的 な
データは、文部科
学省が刊行してい
る『文部科学白書』
や、同じく文部科
学省が行っている

「学校基本調査」
（https ://www.
mex t . g o . j p / b _
menu / t o u k e i /
chousa01/kihon/ 
1267995.htm） か
ら知ることができ
ます。

▷関連章
　 2章
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　ここでは、こうした就職の世界を少し覗いてみたいと思います。

Step 2 　考えてみよう！

【質問】あなたが就職活動するときに、どのような人や組織と関わること
になると思いますか？　思いつく限りノートにメモをして下さい。

【アイデア交換】質問でノートに書いた話題をグループの人と共有してみ
ましょう。

Step 3 　就職に関与するアクター

　現代の大学生の就職には多くの人や組織が関わっています。それ
らをここでは、アクター（行為者

2）
）と呼んでおきます。代表的なも

のとして、学生以外には、大学、就活産業、企業などが挙げられま
す。それぞれのアクターは、具体的にどのようなことを行っている
でしょうか。
　まず大学は、学生を就職のプロセスに乗せる上で最も直接的な形
で関与しています。早い段階からキャリア教育や就職支援を通じて
学生に働きかけ、就職のプロセスにスムーズに向かわせようとしま
す。大学がこの働きかけに熱心なのは、学生のことを思ってのこと
であったり、後述する省庁の指導があるためだったりしますが、就
職率を宣伝材料とみなしているためでもあります。志願者数をめぐ
る大学間の競争の中にある各大学は、就職率を上げることで、受験
者に対するみずからの魅力を上げようとします。学生は、大学以外
にも、就職情報サイトや説明会、インターンなどを通じて各企業に

2 ）「 ア ク タ ー」
は、行為者や役者
を意味する言葉で
あり、行為（アク
ション）する存在
を指します。何を
アクターとみなす
かにはいくつかの
立場があります
が、社会学では、
行為が、各アク
ターによって生み
出されているだけ
ではなく、それぞ
れのアクターの置
かれている状況に
影響されていると
考えます。そうし
た状況を指す概念
として「社会構造」

「文化」「ハビトゥ
ス」「ネットワー
ク」などがありま
す。これらの概念
について調べてみ
て下さい。

関連章
章のテーマと、関連が深い章を示
しています。相互参照しながら読
めば、さらに理解が深まります。

注
参考文献やデータの参照先、自分
でさらに学びたい人のための、追
加的な情報が書かれています。

メモ欄
空白部分は、メモ欄として、気に
なることや、考えたことを自由に
メモして下さい。

共有する
自分のイメージを、他
の人と共有します。自
分の「当たり前」が、
他の人とどれくらい同
じだったり、異なって
いるかを確認します。

イメージする
素朴な問いかけに対し
て、自分がイメージする
ことを、メモします。自
分の「当たり前」を見え
る化する作業です。
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 Step 3 ：事実の再発見
〈現状についての気づき〉Step 2 で「見える化」した、自分たちの「当たり前」を、さまざまな
事例やデータと関連させていきます。個人的な体験と思われていたものが、社会制度や歴史的
背景の中でつくられてきたものであるという「気づき」につなげていきます。

Step 4 ：常識への社会学的問い
〈考察を深める〉Step 3 で見た個人的体験の社会的側面について、オーソドックスな社会学の考
え方を使って、さらに深めていきます。自分の「当たり前」が、どんな社会的・歴史的条件の
中で、つくられているかを考えていきます。

Step 5 ：社会学的思考の可能性
〈視点を変える〉Step 4 で見た、私たちを規定する社会という枠組み（常識）自体を、社会学的
思考を使って、どのように組み立て直せる（変更できる）かを探っていきます。自分を縛って
いた「当たり前」から距離をとり、見えていなかった可能性を見つけられるように、社会学を
使ってみます。

Step 6 ：社会学的思考の実践
〈自分で社会学をする〉各章のテーマに関連して、自分で社会学っぽく考えたり、調べたりする
ためのトピックを用意しています。この章で学んだことを、自分ならどんな風に考えるか、ア
イデアを広げてみて下さい。

　以上の 6 つの Step で、「社会学をする」というのがどんな感じなのか、疑似体験をして
もらいます。そして社会学をすることの面白さや可能性を「もっと知りたい」、と思えた
ら、本書に掲載されている参考文献やデータを手掛かりに、「自分で」社会学をしてみて
下さい。もし本書が、あなたと「社会学」とが出逢うきっかけになるなら、それはなによ
り嬉しいです。

※ 本書に掲載している URL は、2020年 4 月17日時点のものです。URL によっては変更または削除されている可能性がありま
す。

図表・データ
内容理解を助ける図表
やデータを掲載。参考
URL ※も多数紹介して
います。
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産業省を中心に図られていきます
5）
。国際競争が激化する「グローバ

ル化」時代を生き抜いていくために、高度な専門的能力を持った人
材や自立的に人生を切り開いていける人材を育成するのが大学の役
割だとされました。この見通しのもと、大学をはじめとする就職に
関わる諸アクターのネットワークが、システムとしてのまとまりを
示すようになっていきます。「キャリア」や「社会人基礎力」、「イ
ンターン」や「グローバル人材」といった言葉をよく耳にするよう
になるのも、この頃からです

6）
。

　就職システムが形成されてきたことの効果として、Step 3 では学
生の力の増幅や保護を挙げました。ここでは少し違った観点から、
就職システムに見られる別の傾向を指摘しておきます。
　大学をはじめとする就職システムは、グローバル化時代に対応す
るというかけ声のもと、さまざまな新しい試みを行ってきました

7）
。

ただし、新しい試みといえば聞こえはいいですが、それがいつも効
果的なわけではありません。目の前の短期的な利益を求めて広く長
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図表 4 - 1 　正規雇用者と非正規雇用者の推移

出典） 1984〜2001年までは総務省「労働力調査長期時系列データ　表 9（ 1 ）」（ 2 月調査）、2002年以降は同データ表10（ 1 ）
の（年平均）（https://www.stat.go.jp/data/roudou/longtime/03roudou.html）に基づき作成。

5 ）具体的には、
2000年の大学審議
会の答申「グロー
バル化時代に求め
られる高等教育の
在り方について」、
文部科学省による

「若者自立・挑戦
プ ラ ン 」（2003）
や「職業指導（キャ
リアガイダンス）」

（2008）に関する
提言、経済産業省
による「社会人基
礎力」などが挙げ
られます。注 4 で
挙げた文献を参照
のこと。

本書の構成と使い方




